
 

 

中学校卒業後の進路について 

 

 今日、進路についての説明があり、第 1 回目の進路希望調査の用紙が配られました。まずは、進路に関する

基本的な知識を確認しておきましょう。 

 

 

高等学校とは… 

 中学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、高度な普通教育及び専門教育を施すことを目的と

する。略して高校。高校にもいろいろな学科があります。     

 

 

高等専門学校とは… 

 略して高専。グループ分けをすると「高校」ではなく「大学」に入ります。道内に４校（苫小牧・釧路・旭

川・函館）の工業系の高専があり、高校の工業科よりも専門的に学習します。５年間で卒業後、進学希望者は

大学の３年生に編入学もできます。ＴＶでおなじみの高専対象コンテスト（通称ロボコン）が開催されていま

す。 

 

 

専修学校とは… 

 職業や生活に必要な能力を育成し、教養の向上を図ることを目的とした学校です。高校を卒業して入学する

のが「専門学校」で中学を卒業して入学するのが「専修学校（高等専修学校）」です。１～３年間です。 

＜札幌科学技術専門学校・札幌ビューティックアカデミー・札幌ミュージック＆ダンス・放送専門学校など＞ 

 

 

各種学校とは… 

 専修学校と違い、すぐに習得できる技術を育成する学校です。学歴や年齢に関係なく入学できます。＜北海

道立高等技術・札幌高等技術など＞ 

 

 

課程とは… 

 高校の学習内容の範囲とその指導順序のこと。大きく分けて４つあります。 

 

 全日制課程 

 中学校と同じで昼間に学習します。７時間目があったり、授業が６５分間だったり、土曜日も授業があるな

ど高校によって特色があります。 

 

 定時制課程 

 働きながら学習する人たちのために設置されました。最近はゆとりをもって学習したいという人たちが入学

する傾向があります。ほとんどが夜間（およそ午後５時～９時半）です。昼間の定時制もあります。基本は４

年間です。部活も短時間ですがあります。 
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 通信制課程 

 仕事やいろいろな事情があって、毎日学校に通わず、自分のペースで学習を進める人たちが学んでいます。

公立では有朋高校通信制課程、私立では札幌静修高校、小樽双葉高校、とわの森三愛高校などに通信制課程が

あります。その他、池上学院、クラーク記念国際、星槎国際、飛鳥未来、飛鳥未来きずな、北海道芸術など私

立の通信制高校があります。学習方法は教科書などで家庭学習をし、レポートを提出します。大半は１～２週

間に１度くらい登校し、学習などの面接を受けます。週 3日～週 5日通学のコースがある通信制高校もあり、

様々な登校の形態が選択できます。 

 

 単位制課程 

 全員が必ず受ける科目（必修科目）以外に、自分の進路希望に合わせ、科目を選択できます。例えば、市立

大通高校は「定時制による単位制の課程」、手稲高校や旭丘高校は「全日制単位制課程」です。 

 
 
公立高校とは… 

 北海道が設置している「道立高校」と札幌市が設置している「市立高校」の２種類があります。検定料及び

試験日は同じです。道立高校の場合、校名の最初に「北海道」がつきます（例：北海道札幌西高等学校）。札

幌市立高校の場合は、校名に「市立札幌」がつきます（例：市立札幌新川高等学校）。 

 
 
私立高校とは… 

 公立高校と違い通学区域の規制はありませんので、全国どこの私立高校でも受験することができます。道内

の私立高校の一般入試はＡ日程、Ｂ日程のどちらかで実施されることになっていますので、最大でも２校まで

しか受験できません。英語科や音楽科、食物科のある学校や、普通科の中に特進コースや選抜コース、探究コ

ースなど設けていたりなど、各学校ごとにいろいろな特色があります。 

 

 

※詳しくは、６月中旬頃に配付される「進路のしおり」に掲載されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生は、すべての行事で「中学校生活最後」もしくは「中学校生活最初で最後」となります。き

っとみなさん一人ひとりが自覚をもって、一生懸命に悔いのない取組をすることでしょう。そんな忙

しい学校生活の中に、いよいよ「進路」に関わることが加わっていきます。学力テスト総合ＡＢＣ、

進路希望調査、進路懇談・・・。今まで漠然と考えていたものを、徐々に具体的なものにしていかな

ければなりません。とても忙しいですが、見方を変えれば、とても充実しているとも言えます。忙し

いからこそ、「ちょっとした時間を見つけて学習に取り組む」、「１回１回の授業を今まで以上に大

切にする」という意識が大切になります。 

時には、不安になったり、自分を見失ったりすることもあるかもしれません。けれども、目標をし

っかりもつことで、それも乗り越えられると思います。目の前の目標、また将来の目標がもてるよう、

意識して過ごしていきましょう。 

 ３年生の進路というと、どうしても卒業直後の進路＝高校進学と考えてしまいます。ほとんどの卒

業生が高校・専門学校へ進学してるという現実から、「進路＝高校選び」と考えてしまうのも無理の

ないことと思います。けれども皆さんには、このまま何のこだわりもなく、現在の学力や目先の興味

だけで高校選びをして、それで終わってほしくありません。 

 この１年という短い期間、やることはたくさんあるとは思いますが、まずは将来、自分がどんな事

をしていきたいのか改めて真剣に考えてみることから始めてほしいと考えています。 


